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理念

自立支援に寄与して社会に貢献する

～思い～

生活の中で「できないことができるように」

「できることはもっとできるように」

生活で「できること」が増えて、心身機能が

向上し社会に参加して、そして健康に



デイサービス楽の特徴

• バリア（障害）がある
• 手すりがない
• 車椅子を使わない
• リフト車などの特殊車両を使わない
• できる能力を奪わない
• できる能力を高める

活動を高めるには立位と歩行

・生活活動を行うには手が重要となる
・手を使うには自立して安定した立位と歩行が必要
・立位と歩行に必要な筋力・関節可動性などが必要となる
・生活の中で「歩く」事には、その先に目的（活動）がある
・目的である活動の向上を目指す
・活動（生活動作）の量を多く、質を高く



事例紹介（A氏）

80歳代 女性 事業対象者

病歴：

左耳難聴、椎間板ヘルニア

 帯状疱疹（腰部・左下肢に後遺症）、骨粗鬆症。

利用までの経緯：

以前は近隣に友人・知人が多く交流があったが、

近年は腰痛・下肢痛があり歩行や立ち座りが不安定なこと

から外出は困難。屋内の移動も不安定。転倒に対する不安

もある。友人の勧めで介護保険サービス利用を検討し、

当施設の週1回利用を開始した。

興味関心チェックシートにて

「調理と買い物をしたい」「畑に行きたい」と希望あり。



生活機能 事前 事後予測 備考

室内歩行 △１ ○２ なんとか伝い歩き可能。這って歩く手前。土間には不可。

屋外歩行 ×１ 不安でしていない。
外出頻度 ×１ 不安でしていない。

排 泄 ○１ 和式トイレで前方のパイプにつかまって行う。洋式は嫌い。

食 事 ○１ 

入 浴 △１ ○２ 娘の介助の元、つかまりながらなんとか可能。

着 脱  衣 ○１ 

Ａ
Ｄ
Ｌ

生活機能評価（A氏）埼玉県和光市作成

自立度 自立 一部介助 全介助

困難度と
改善の可能性

楽にできる
普遍的 限定的

改善可能性
高い 低い

改善可能性
高い 低い

自立度判定 ○１ ○２ △１ △２ ×１ ×２

掃 除 △１ ○２ 主に娘が行い、時々座って小さな掃除機をかけている

洗 濯 ○２
買 物 ×１ 娘、孫が買い出ししている

調 理 △１ ○２
レンジで温めるものを活用。台所には立たない。レンジを
居室近くに置いている。

整 理 ○１
ごみ出し ×２ 息子が仕事にいく途中でだしてくれる。

通 院 △１ 息子のつき添い。
服 薬 ○１
金銭管理 ○１

電 話 ○１
社会参加 ×１ していない

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ

一日の歩数⇒800歩



ADL・IADLの工程分析
生活行為 工程 事前 内容 事後

入浴

自立度
【△１】

脱衣場まで歩く △１ 娘の介助あり ○２

服を脱ぐ ○１

浴室まで歩く △１ 娘の介助あり ○２

身体・髪を洗う ○１

浴槽をまたぐ △１ 娘の介助あり ○２

浴槽の立ち座り △１ ○２

身体を拭く ○１

服を着る ○１

髪を乾かす ○１

掃 除

自立度
【 △１ 】

道具をとりにいく △１ 掃除機など重いものは困難 ○２

道具を準備する △１ 掃除機など重いものは困難 ○２

目的の場所まで移動 ○２

姿勢を変える ×１ 中腰や立位保持、四つ這いなど困難 ○２

掃除をする ×１ 椅子座位でなら可能 ○２

姿勢を戻す ×１ 中腰や立位保持、四つ這いなど困難 ○２

ごみの処理をする ○２ 重いものは持ち運び困難

道具を片づける △１ 重いものは持ち運び困難 ○２

部屋に戻る ○２



自立度 工程 課題の抽出、目標の設定 動作工程イメージ 訓練の応用
□湯の温度を確認できる □応用立位訓練
□座位にて片足でバランスを保持できる □応用座位訓練
□立位にて片足でバランスを保持できる □下肢訓練
□下肢をうまく動かすことができる
□上肢をうまく使うことができる
□
□

入浴

浴
槽
を
ま
た
ぐ

ADL・IADL課題整理

自 立： ○１（楽にできる）普遍的自立、  ○２（少し難しい）限定的自立
一部介助： △１（改善可能性高い） △２（改善可能性低い）
全 介 助： ×１（改善可能性高い） ×２（改善可能性低い）

遂行状況チェックリストを反映させる

・何が出来るようになれば、その工程が自立
に近づくかを考える。
・「できる」を意識した形式。
・適当な項目がない場合は各々でつけ足し使用。

応用動作訓練や運動プログラムと連動す
る。マニュアル内では別紙に応用動作訓
練の参考例を添付している。



例）入浴動作の分析 課題抽出

移 動

衣服着脱

浴室移動

かけ湯

またぎ

浴槽内姿勢

洗 身

洗 髪

・
・
・

個人の要因

環境の要因

身体機能
下肢筋力低下

生活不活発病

疾患由来

認知機能

低栄養

歯のかみ
合わせ

関節可動制限

認知症

視力

運動
機能
向上

うつ病

物的要因

人的要因

医療
との
連携

栄養
改善

口腔
機能
向上

風呂場の環境
浴槽の高さ

手すりの有無

家族の介助

福祉
用具

住宅
改修

家族の過介護

本人が依存的

介助
方法

説明



実施プログラム

下肢3点セット

自立支援塾
（セルフマネジメント）

立位・歩行に
必要な筋力・
柔軟性向上！

上肢3点セット





生活機能 事前 事後予測 備考

室内歩行 ○１ つかまらずに安定して可能。

屋外歩行 ○２ ○１ 杖使用にて家周辺の歩行や草むしりができる。

外出頻度 ×１ △１ 家族と買い物に行きカートを押して歩いている。

排 泄 ○１ 

食 事 ○１ 

入 浴 ○１ つかまりながらできている。

着 脱 衣 ○１ 

Ａ
Ｄ
Ｌ

3ヶ月後評価
生活機能評価（A氏）

掃 除 ○１ 掃除機をかけたり、週に１、２回床拭きが できている。

洗 濯 ○２ シーツを２、３日に１度洗濯して干している。

買 物 △２ 家族と一緒に行っている。カート使用。

調 理 ○１ お弁当や食事を自分で作っている。

整 理 ○１

ごみ出し ×２ 息子さんが仕事にいく途中でだしてくれる。

通 院 △１ 息子さんのつき添い。タクシー。

服 薬 ○１

金銭管理 ○１

電 話 ○１

社会参加 ×１ ○２

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ

一日の歩数⇒４０００歩
生活の中で「できない」ことが「できる」ようになった

室内歩行・入浴・掃除・調理は3か月前は△１（一部介助）⇒3か月後は全て自立



3ヶ月後

運動の習慣化、食欲増加などの健康面の変化も認めた

「家の周りでなら
なんでもできる！」

活動性向上！！

「買い物をしたい」「畑に行きたい」の思いの実現

・生活不活発病が著名で立ち座りや移
動に困難を来していた。
・屋内でのADL・IADL（特に立位・歩行）
に焦点をあてた。
・数回の利用で変化がみられてきた。
・「良くなっていくのが楽しみになった」
・「家でもできる運動をしている」

・利用時にも歩行が安定し、前かがみ
だった姿勢が真っ直ぐ伸びてきた
・家でも活動的になり、「なすを5本うえ
た！」「梅を８kgつけた！」と喜んでいる。

・以前行えていた、作ったものを近隣・
友人に配る楽しみもできた。
・1日の活動量は利用開始時と比較して

も随分増え、生活不活発からの脱却が
できている

歩数⇒７０００歩（3カ月前は800歩）



➢ 掃除実施の意識付け （メッツ日常生活動作表の活用）

マニュアル活用（合意形成・意識付け）

13

◆パンフレットを用いて、「掃除は４メッツに該当し、１時間に４㎞歩くくらい
の運動になります。特別なことをしなくても、日常生活でできることを増やせ
ば運動をしていることと同じですね。」と説明し、意識付けを行った。

掃除がこんなに運動になる
なんて、知らなかった！

＜意識付けの工夫点＞
★ 目標のメッツを色で塗る
★ いつでも見える場所に張る

少しやって
みようかしら！

イラストだから
見やすいわ。



セルフマネジメント手帳
～できることが増えていく～

運動のおはなし

栄養のおはなし
口腔のおはなし

毎日チェック



デイサービス卒業 デイサービスのボランティア

• デイサービス卒業

• 興味関心チェックシート

（ボランティア→してみたい）

• デイサービスの作業工程分析

• 昼食の準備→合意形成

• デイサービスでの

ボランティア開始

社会参加することが
一番の介護予防！



デイサービス楽の目指す介護予防
生活課題の解決⇒活動量向上⇒健康寿命の延伸

・生活機能評価表等による生活の聞き取り

生活の把握

・生活の中で出来る様になる動作を見つける

目標設定（長期目標）

・動作のできる事とできない事を精査する

工程分析

・動作のできない事（できるようになる事）を明確にする

課題抽出•評価(短期目標)

・課題に対し、アプローチ（運動面・

口腔面・栄養面） 下肢３点セット

・セルフマネジメントの定着

（日中の活動量が向上） セルフマネジメント手帳の活用

・心身機能を高め、健康状態の担保に繋げる⇒健康寿命の延伸
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